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高校化学に おける電気メ ッ キの マ イクロ ス ケ
ー

ル 実験

一 ニ ッ ケル メ ッ キ ・銅メ ッ キ などの 教材実験 を例に一

〇佐藤真輔 （京都教育大学大学院）、芝原寛泰 （京都教育大学）

キーワー ド ： マ イ ク ロ ス ケ
ー

ル 実験 、電気 メ ッ キ 、高校化 学、イ オ ン と電子

1 ．研究の 背景 と目的

　高校化学の 「酸化 ・還 元」 の 学習では 、イ オ

ン の 動き及び電子 の 授受 を考察す る こ とが 大

切で ある。新 学習指導要領
1）
で は、電池、電気

分解 は 「物質 の 変化 と平衡」の 単元で 扱われ 「観

察、実験 な どを通 じて探究 し、化学反応に 関す

る概念や法則 を理 解 させ る と ともに 、それ らを

目常生 活や社会 と関連付 け て 考察で き る よ う

にす る。」 と記載 されて い る。本研 究で は電 気

分解の 応用 とし て 、日常生活 に関連あ る電気 メ

ッ キや電解精錬に着 目 し、イ オ ン と電子の 流れ

を考察で きる教材実験 の 開発 を行 っ た。さ らに

マ イ ク ロ ス ケー
ル 実験 に よ り、電解液 の 削減や

生徒 の 個別実験化 などを目指 した。

2 ．教材実験の 方法

　本研究で は、実験中の 電極表面 の観察が容易

なパ ッ ク テ ス ト容器を電解槽 に用 い て、下記 の

教材実験 の 開発を行 っ た。実験条件の 検討 に は

い くつ か の 文献 綱 を参考に した。

（1）銅 メ ッ キ

　メ ッ キ 対象物 に はゼ

ム ク リ ッ プ （鉄）、銅電

極に は銅 ワ イヤ
ー

を複

数 回 曲 げ て 加 工 した
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1 銅メ ッ キ中の ク リ ッ

も の を用 い た。電解液　 プ （左）と銅ワ イ ヤ
ー

 

には、0．5mQ1 ／L 硫酸銅水溶液 を用い た （図 1）。

（2）ニ ッ ケ ル メ ッ キ

　メ ッ キ対 象物 には炭素電極 、ニ ッ ケ ル 電 極に

は純度 99．5％以 上 の ニ ッ ケル ワ イ ヤ
ー

を用 い

た。電解液 に は 、1，0mol／L 硫酸 ニ ッ ケ ル 水溶

液 を用 い た。

（3）銅の 電解精錬

　陽極の 粗銅 には真鍮製の くぎを、陰極の 純銅

には 高純度 の 銅 ワ イヤ ーを複数 回曲げて 加 工

した もの を用い た。電解液に は 、O．　5mol／L 硫

酸銅水溶液 を用い た。

　なお、電源 に は USB 直流電源装置 （5V）を使用

し、通電時間は約 2 分で あ る、

3 ．結果 と考察

　銅 メ ッ キ の 実験 で

は、陽極側の 銅 は電子

を放 出 し Cu2
鹵
に な り

陽極 ： Gu → Cu2＋＋2e一酸化

陰極 ： Cu2＋＋ 2e−→Gu　還 元

電解溶液に 溶 け出 し、銅 ワ イヤ
ー

の 質量 も減少

し た。
一

方、陰極側の ゼ ム ク リ ッ プ表 面 で は、

電解溶液 中の Cu2＋

が電 子 を受け取 り、銅 が析出

す る。すなわ ち外部か らの 電気 エ ネル ギ
ー

と金

属の イ オ ン 化に よ る電 子 の 流れ に よ り陰極 表

面が メ ッ キ され る こ とが わか る 。 以 上 の 考察は 、

パ ッ クテ ス ト容 器 を 用 い る こ とで可 能 とな っ

た詳細 な観察に よ り促 され る ，

4 ．おわ りに

　 開発 した マ イ ク ロ ス ケ
ール 実験の 教材 を用

い て 、現職 教員 を含む 受講者を対象に し て 本学

大学院で授業実践 の 予定で ある。
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